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パーソルホールディングス株式会社 

2026 年 5 月 14 日（木）16:30-17:30 開催 

FY2025 通期決算 及び 中期経営計画説明会 書き起こし 

 

■中期経営計画 FY2028 パート 
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【スピーカー：代表取締役社長 CEO 和田】 

それでは、中期経営計画 FY2028 に関しまして、これから概要をお伝えいたします。 

  

パーソルグループは創業時から受け継ぐ経営理念「雇用の創造、人々の成長、社会貢献」をベースに、

「はたらいて、笑おう。」の社会の実現を目指しております。 

2030 年の価値創造ゴールである 100 万人のより良い“はたらく機会”の創出に向け、前進を続けてま

いります。 
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前中計の振り返りでございます。 

 

前中計におきましては、調整後 EBITDA の達成年を先送りするとともに、重点テーマとして掲げてい

ました Asia Pacific SBU の ROIC の改善が道半ばとなりました。 

一方で、全体の売上収益、ROIC、ROE、株主還元は、当初の計画通り進捗しており、積み残した課題

については新中計で解消してまいります。 
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具体的な振り返りと総括は記載の通りですが、Staffing SBU に続き Carrer SBU が調整後 EBITDA350

億円の水準に成長し、Technology SBU、BPO SBU、Asia Pacific SBU も、それぞれ 100 億円規模の

利益を上げる事業に育ちました。 

今後は、予想を上回る環境変化に対しても迅速に適応できるよう、事業運営力の向上に努めてまいり

ます。 
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次に、新中計作成にあたり最も注意を払った、AI における市場の変化です。 

 

AI による業務の代替は確実に進み、人材市場も大きな転換期を迎えます。 

AI 代替により事務系マーケットが縮小する一方、人材の流動化、新市場の創出による我々の活躍フィ

ールドが拡大する可能性も秘めています。 

雇用、人材の大流動化時代の到来も決して遠い未来ではないと考えています。 

この流れを味方につけることが非常に重要だと我々は考えています。 
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次に、AI 時代にまずパーソルが打つ施策は、徹底した AI の武器化です。 

徹底的に味方にすること。 

1 つ目は、AI による自動化、効率化、それを受けた人材再配置、すなわち価値創出領域への人材シフ

トです。 

そして 2 つ目は、AI による競争優位性の獲得。 

3 つ目は、AI に代替されない Frontline Worker 領域への展開です。 
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AI 時代におけるパーソルの勝ち筋は、個人、法人、営業パーソンが集めた、大量かつ多様な行動デー

タを AI とかけ合わせ、AI を事業へ装着する AI 実装力と、AI 戦略の遂行力の高さで、市場から高く評

価されるサービスを実現します。 

それにより、より良い“はたらく機会”の創出を行い、高成長、高収益を同時に実現させます。 
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ここからは、中計 FY2028 についてのご紹介です。 

  

新中計の方向性は、「テクノロジードリブンへの人材サービス企業へ」。 

基本方針は、AI 起点のモデル転換とします。 

積極的な AI 投資を進める中で、利益成長性は 10％を確保。 

資本効率性や株主還元も、前中計同等以上の水準で経営を進めていきます。 

この 3 年は、収益力強化と AI を活用した更なる成長への基盤に充てます。 
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企業価値向上に向けた事業の位置付けです。 

企業価値向上に向けた取り組みは、基盤事業で収益を高め、成長領域、すなわち Carrer SBU、

Technology SBU への重点投資を実現する、そして同時に、2030 年以降成長の柱となりうる Frontline 

Worker 領域を早期に立ち上げ、Frontline Worker 領域におけるプレゼンスを獲得いたします。 

  

Carrer SBU、Technology SBU は、2030 年以降も高収益、高成長が期待できる成長事業として、優

先投資領域に充てます。 

Staffing SBU と BPO SBU、Asia Pacific SBU は、収益事業として、事業の磨き込みを進める領域と

して定義しています。 
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Carrer SBU は人材紹介の強みを生かし、AI モデルを実装してまいります。 

人×独自データ×AI によるマッチングの高度化、生産性の向上、ハイクラス領域への人材投資シフト。

そして、複層サービスによるマネタイズ機会の最大化を図ってまいります。 

Technology SBU においては、今我々が持つ技術力を武器に、より上流工程への請負シフトを加速し

てまいります。AI ソリューション等の上流領域強化による高単価化、請負比率の上昇による収益性向

上、そしてインオーガニックも含めた非連続的な事業拡大を進めてまいります。 

Staffing 並びに BPO SBU は、事業の磨き込みによって収益性の改善を図ってまいります。 
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ここで、Frontline Worker 領域について少しご説明申し上げます。 

2030 年以降、事業の柱としたい Frontline Worker 領域の考え方がこのページです。 

構造的な労働力不足領域に、AI と Gojob のノウハウ、そしてパーソルの個人データを掛け合わせて、

早期の収益化を目指します。 

AI を活用することによって、これまで我々が対応しきれなかった領域へ新たに進出してまいります。

業務そのものの AI 代替リスクの非常に少ない領域で、かつ深刻な労働力不足に見舞われているこの領

域に、我々が正面から対応してまいりたいと考えています。 

今後の AI 影響による人材の流動化においても、この領域は大きな可能性を秘めているという認識をし

ております。 

今後、AI の活用と我々のノウハウの活用を推進することによって、この Frontline Worker 領域の処

遇改善や待遇の向上にも寄与できるものと信じております。 
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続きまして中計 FY2028、各 SBU の数値目標はご覧の通りです。 

特に今期においては、Carrer SBU がマーケットの沈静化、社内 ID 統合に伴う一部ユーザーの離脱等

の影響で苦戦をしていますが、下期以降はハイクラス、特にハイプロ等の拡大で、再度成長軌道に戻す

期待をしております。 

また、Asia Pacific SBU においてはマネジメントを大幅に変更し、中計の見直しを進めていますので、

詳細の発表にはお時間をいただく形になっております。 
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財務戦略における概要です。 

 

新中計でも利益成長性は 10％を担保し、投資規律の保持、資本効率性の維持改善、事業成長投資を両

睨みで、バランスよく実行してまいります。 
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利益成長性は調整後 EBITDA、年平均成長率 10％。 

資本効率性は、FY25 の水準以上。 

 

そして、キャピタルアロケーションにおいては成長投資と株主還元を、原則 50:50 に配分してまいり

ます。 
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また、株主還元におきましては、配当性向を 50％以上といたします。株主還元は、配当を基本とし、

持続的な利益成長を前提に、原則減配しない方針です。 

成長投資の進捗や、投資機会の状況を踏まえ、資本効率性の観点から自己株式取得は機動的な実施を

検討してまいります。 
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続きまして、テクノロジー戦略についてお伝えいたします。 

 

テクノロジー戦略はホールディングス主導で、SBU 横断施策を中心に実行してまいります。 

AI×ビジネス、AI×ワーク、AI×データという方針のもと、労働生産性の向上を目指し、SBU とともに

前進してまいります。 
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AI による事業変革イメージです。 

Staffing SBU での活用事例をお示ししています。 

自動化、省力化においては、特にコーディネーターの面接設定率向上による生産性向上、競争優位戦略

におけるマッチング精度、スピード、リードタイム、成約率の向上で、顧客満足度の向上を進めます。 

そして、パーソルらしい AI の活用として、スタッフフォローに代表されるように、スタッフのニーズ

を先回りして捉え、お客様の満足度向上を図ってまいります。それによる定着率の向上や、就業期間の

長期化は収益に大きなプラスをもたらします。 
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続きまして、人事戦略です。 

 

この AI の活用する時代に生産性を向上させるためには、人事戦略と AI 戦略は切っても切り離せません。 

人材の能力の拡張、最適配置、エンゲージメントの向上を同時に実現させ、付加価値労働生産性の拡大

に努めてまいります。 

社員及びスタッフの方々の“はたらく Well-being”の向上と、人と AI の協働による価値創造に向け、

人と組織の能力の進化を目指してまいります。 
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最後に、IR Day についてご案内をいたします。 

2026 年 7 月 6 日の 10 時から 12 時まで、中期経営計画 FY2028 においての各 SBU の戦略について

のセッションを開催いたします。 

万障お繰り合わせの上、ご参加いただきますようお願いいたします。 

  

以上、中計 FY2028 のご説明でした。 

 

 

以上 

 

 


